
鶴
岡
市
国
保
運
営
協
議

会
（
加
藤
義
勝
委
員
長
）

が

日
開
か
れ
、
主
に
国

26
の
制
度
改
正
の
説
明
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
で
あ
る
加
藤
鉱
一

議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

解
雇
や
倒
産
で
職
を
失

っ
た
人
に
つ
い
て
、
国
保

税
を
本
来
よ
り
７
割
程
度

軽
く
す
る
措
置
が
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。

リ
ス
ト
ラ
な
ど
自
ら
の

意
思
で
な
く
失
業
し
た
人

国
の
税
制
改
正
に
よ
る

年
間
の
保
険
料
上
限
は
、

表
の
通
り
大
幅
な
引
き
上

げ
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

鶴
岡
市
で
は
、
医
療
分

で
限
度
額

万
円
を
超
え

47

て
い
た
世
帯
は
１
９
７
世

帯
あ
り
、
そ
の
う
ち

万
50

円
を
超
え
る
世
帯
は
１
６

８
世
帯
で
、
限
度
額
引
き

上
げ
に
よ
る
増
収
効
果
は

５
５
１
万
円
（
０
・
３
％

増
）。
支
援
分
で
は
限
度
額

万
円
を
超
え
て
い
た
世

12帯
が
８
２
９
世
帯
、
そ
の

う
ち

万
円
を
超
え
る
世

13

帯
は
６
４
３
世
帯
で
、
７

２
８
万
円
の
増
（
０
・
９

％
増
）
と
な
り
、
増
収
効

果
は
小
さ
い
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

高
額
所
得
者
の
保
険
料

負
担
を
増
や
す
と
し
て
い

ま
す
が
、
上
限
の
引
き
上

国
保
税
の
医
療
分
の
統

一
調
整
に
つ
い
て
は
、
22

年
度
で
税
率
改
正
を
お
こ

な
わ
ず
、
さ
ら
に
１
年
間
、

検
討
を
続
け
ま
す
。

合
併
特
例
法
に
よ
る
旧

市
町
村
ご
と
の
不
均
一
課

税
が
で
き
る
の
は

年
度

22

ま
で
で
あ
る
こ
と
や
、
国

の
国
保
を
め
ぐ
る
状
況
に

変
化
の
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
療
分
に
つ
い
て
は

年
22

度
は
「
税
率
の
見
直
し
、

統
一
調
整
の
適
否
等
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

所
得
２
０
０
万
円
で

％
超
の
負
担

15

月
議
会
で
は
、
加
藤

12
鉱
一
議
員
が
一
般
質
問
で

「
財
源
留
保
額
を
活
用
し

て
減
税
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
求
め
ま
し
た
が
、

市
民
部
長
は
「
特
定
健
診

と
ド
ッ
ク
の
助
成
拡
大
に

活
用
」
し
、
減
税
に
回
す

考
え
の
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

毎
日
新
聞
は

年
６
月

09

８
日
付
で
全
国
の
市
町
村

の
国
保
税
比
較
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

「
世
帯
所
得
２
０
０
万

円
で
、

歳
代
夫
婦
と
未

40

成
年
の
子
２
人
の
４
人
家

族
。
固
定
資
産
税
額
は
５

万
円
」
と
い
う
モ
デ
ル
を

設
定
し
、

年
度
の
保
険

08

料
算
出
を
求
め
た
結
果
、

最
高
は
大
阪
府
寝
屋
川
市

の

万
４
０
３
０
円
、
最

50
低
は
東
京
都
青
ケ
島
村
の

万
９
９
０
０
円
。
全
国

13平
均
額
は

万
５
１
６
５

32

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
鶴
岡
地
域
の

場
合
に
は
、

万
６
６
０

30

０
円
と
な
り
平
均
よ
り
は

低
い
も
の
の
、
総
所
得
２

０
０
万
円
の

％
を
超
え

15

る
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
で
は
一
般
会

計
か
ら
の
補
て
ん
や
財
源

留
保
額
の
活
用
で
、
国
保

税
減
税
を
実
現
す
る
た
め

に
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ

て
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。
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無料生活相談所
笹 山 一 夫
新形町 2 7 - 1 2
2 3 - 9 4 9 1

加 藤 太 一
稲 生 2 - 6 - 6
2 4 - 5 9 3 5

三 浦 幸 雄
大山 1丁目 25-16
3 3 - 0 0 7 9

関 徹
長者町 11-26
2 4 - 2 4 1 4

加 藤 鉱 一
宝徳仲田 56
6 4 - 3 9 4 1

国
交
省
の
「
脱
ダ
ム
」
に
県
は
ど
う
対
応

国
の
政
策
転
換
を
住
民
に
し
っ
か
り
伝
え
よ

▼
１
月

日
、
国
交
省
は
「
今
後
の
治
水

15

の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
開

き
「
脱
ダ
ム
」
の
治
水
方
針
を
確
認
し
ま

し
た
。

▼
「
県
は
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
」
の

私
の
質
問
に
、
齋
藤
隆
河
川
砂
防
課
長
は

「
国
の
『
有
識
者
会
議
』
は
今
年
夏
ご
ろ

ま
で
に
『
検
証
基
準
』
を
作
る
と
聞
い
て

い
る
。
県
は
そ
の
基
準
に
従
い
検
証
す
る

こ
と
に
な
る
。『
最
上
小
国
川
ダ
ム
』
の
来

年
度
事
業
費
は
、
国
と
行
う
実
施
協
議
を

経
て
３
月
末
ま
で
に
確
定
す
る
こ
と
に
な

る
。」
と
答
え
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

▼
共
産
党
県
議
団
は
、
国
土
研
究
会
の
協

力
を
得
て
「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
計
画

案
」
を

年
９
月
に
公
表
し
、
最
上
町
と

07

舟
形
町
で
町
民
説
明
会
も
行
い
ま
し
た
。

▼
ま
た
県
議
団
は
、
県
が
「
小
国
川
漁
協

役
員
に
『
ダ
ム
賛
成
派
』
が
い
る
」
と
の

ね
つ
造
資
料
を
国
に
提
出
し
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
「
撤
回
」
を
さ
せ
ま
し
た
。

▼
「
脱
ダ
ム
」
政
策
に
よ
り
科
学
的
判
断

に
基
づ
く
治
水
対
策
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
県
の
「
最
上
小
国
川
ダ
ム
」

建
設
推
進
の
広
報
紙
が
全
戸
配
布
さ
れ
て

き
た
地
元
で
は
憶
測
で
混
乱
し
て
い
ま
す
。

▼
「
県
は
国
の
政
策
転
換
を
し
っ
か
り
伝

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
に
、
鹿
野
正

人
土
木
部
長
は
「
ダ
ム
を
一
生
懸
命
や
っ

て
き
た
我
々
と
一
般
の
方
で
は
状
況
の
捉

え
方
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
う
」
と
認

め
ま
し
た
。（
県
議

笹
山

一
夫
）

（
注
）「
小
国
川
だ
よ
り
」
を
２
０
０
８
年

６
月
の
第
１
号
か
ら
第

号
ま
で
発
行
。

17

■国保税課税限度額の見直し

（平成22年度税制改正による改正）

医 療 分 47万円→50万円

後期高齢者支援金等分 12万円→13万円

介 護 分（変更なし）10万円→10万円

合 計 69万円→73万円

（介護分は21年度に９万円から10万円に）

が
国
保
に
加
入
し
た
場
合
、

前
年
の
給
与
所
得
を
一
律

に
、
実
際
の
３
割
と
み
な

し
て
計
算
す
る
こ
と
で
国

保
税
を
軽
減
し
ま
す
。

保
険
料
の
減
収
分
は
、

国
と
都
道
府
県
や
市
町
村

の
負
担
で
お
こ
な
い
ま
す
。

約
８
０
０
世
帯
が
影
響

産
業
建
設
常
委
が
豪
雪
被
害
調
査

市
議
会
産
業
建
設

常
任
委
員
会
は

日
、

25

月
中
旬
の
豪
雪
被

12害
調
査
を
お
こ
な
い
、

三
浦
幸
雄
議
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

市
の
調
査
で
は
農

業
関
係
の
被
害
額
は

２
億
３
６
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

げ
は
資
産
売
却
な
ど
一
時

的
に
所
得
が
増
え
た
人
な

ど
に
負
担
を
強
め
ま
す
。

「
税
率
の
統
一
調
整
」
を
検
討
す
る

08年度の保険料が高額な市町村

寝屋川市（大阪） 50 万 4030 円

喜茂別町（北海道）50 万 2500 円

矢部村（福岡） 49 万 0800 円

風間浦村（青森） 48 万 3860 円

別府市（大分） 48 万 3400 円

08年度の保険料が低額な市町村

青ケ島村（東京） 13 万 9900 円

開成町（神奈川） 16 万 2560 円

下条村（長野） 17 万 8975 円

三宅村（東京） 18 万 6500 円

根羽村（長野） 18 万 7300 円

全国平均額 32 万 5165 円

山形県平均額 33 万 6027 円

（毎日新聞 2009 年 6 月 8 日）



消
防
職
員
意
見
発
表
会

が

日
、
鶴
岡
市
消
防
本

20
部
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
、
朝
日
分
署

の
富
樫
宗
、
警
備
第
１
課

の
剱
持
秀
一
、
羽
黒
分
署

の
黒
田
航
、
駅
前
分
署
の

本
間
真
悟
、
藤
島
分
署
の

押
井
高
志
、
温
海
分
署
の

伊
藤
千
嘉
光
、
西
分
署
の

秋
元
功
（
敬
称
略
）
の
７

氏
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
地
震
災
害
時

の
対
応
、
倒
壊
建
物
救
援

５
年
に
一
度
お
こ
な
わ

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散

条
約
）
再
検
討
会
議
は
今

年
５
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

国
連
本
部
で
開
か
れ
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際
行
動

が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
原

水
協
の
呼
び
か
け
で
鶴
岡

か
ら
も
市
民
代
表
が
参
加

す
る
運
動
を
広
げ
て
い
ま

す
。鶴

岡
田
川
原
水
協
は
高

校
生
な
ど
３
人
、
共
立
社

鶴
岡
生
協
は
１
人
、
庄
内

医
療
生
協
は
５
人
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

庄
内
医
療
生
協
で
は
組

合
員
に
参
加
で
き
る
人
を

募
集
し
、
選
考
会
を
開
い

て
決
め
た
い
と
し
て
い
ま

す
。１

月

日
に
記
者
会
見

25

で
発
表
し
、
そ
の
模
様
は

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
26

日
に
は
Ｔ
Ｕ
Ｙ
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
庄
内
医

療
生
協
組
織
部
（

）
５

22

７
６
９
。
締
め
切
り
は
２

月
８
日
。
選
考
会
は
２
月

２
月
末
に
全
国
に
先
駆

け
先
行
上
映
さ
れ
る
。
公

園
の
桜
は
日
本
の
さ
く
ら

百
選
の
名
所
で
あ
る
。
地

元
贔
屓
で
な
く
本
当
に
風

情
が
あ
り
美
し
い
。
周
平

没
後
一
周
年
の
集
い
で
、

映
画
「
三
屋
清
左
衛
門
残

日
録
」
で
清
左
衛
門
の
親

友
・
佐
伯
熊
太
役
の
財
津

一
郎
が
講
演
し
た
。
鶴
岡

の
印
象
の
一
つ
と
し
て「
胴

長
の
足
短
か
の
桜
」
と
評

し
た
。
維
持
・
保
存
の
た

め
伸
び
る
枝
を
切
る
の
で

そ
の
様
な
姿
に
な
る
の
で

あ
る
。

冒
頭
の
描
写
。「
水
面
に

か
ぶ
さ
る
よ
う
に
の
び
て

い
る
た
っ
ぷ
り
し
た
花
に
、

傾
い
た
日
射
し
が
さ
し
か

け
て
い
る
。
そ
の
花
を
、

水
面
に
く
だ
け
る
反
射
光

が
裏
側
か
ら
も
照
ら
し
て

い
る
の
で
、
花
は
光
の
渦

に
も
ま
れ
る
よ
う
に
、
ま

ぶ
し
く
照
り
か
が
や
い
て

い
た
。
豪
奢
で
、
豪
奢
が

き
わ
ま
っ
て
む
し
ろ
は
か

な
げ
に
も
見
え
る
眺
め
だ

っ
た
。
」
（
「
藤
沢

周
平
そ
の
作
品
と

ゆ
か
り
の
地
案
内

標
柱
」
に
引
用
）

一
時
、
藩
主
が
家

中
の
子
女
に
こ
の

風
情
の
あ
る
二
の

丸
の
濠
の
花
見
を

許
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。

主
人
公
以
登
が

外
孫
幾
之
助
に
五

十
年
前
の
恋
を
物

語
る
形
で
進
む
。

終
章
は
心
の
中
の

恋

人

の

仇

を

討

ち
、
許
婚
の
才
助

を
婿
に
し
た
翌
年
し
ば
ら

く
ぶ
り
に
二
の
丸
の
花
見

に
行
く
。
花
は
盛
り
な
の

に
終
わ
っ
た
あ
と
の
よ
う

に
さ
び
し
い
色
で
気
持
ま

で
さ
び
し
く
な
る
。
祖
母

ば

ば

以
登
の
花
の
季
節
が
終
わ

っ
た
「
花
の
あ
と
」
で
あ

っ
た
。

以
登
は
寺
井
甚
左
衛
門

家
の
一
人
娘
で
、
家
中
五

十
人
を
統
率
す
る
組
頭
で

時
に
は
家
老
も
出
す
名
門

で
あ
る
。
一
人
娘
な
の
で

父
は
剣
を
仕
込
む
。
友
達

が
開
く
羽
賀
道
場
で
腕
前

を
試
さ
せ
二
・
三
位
の
高

弟
に
勝
つ
。
二
の
丸
の
花

見
の
帰
り
際
、
そ
の
と
き

ぎ
わ

不
在
だ
っ
た
羽
賀
道
場
の

筆
頭
剣
士
・
江
口
孫
四
郎

に
「
先
日
は
見
事
な
試
合

だ
っ
た
と
お
聞
き
し
た
。」

と
声
を
か
け
ら
れ
二
人
は

試
合
を
す
る
こ
と
に
。（
つ

づ
く
）

水道部入札結果（ ）内は予定価格

1月20日入札分
・大淀川地内配、給水管移設工事
(有)相建工業 1,520,000 円（1,548,000 円）工期～ 3/15

温海庁舎入札結果（ ）内は予定価格
1月22日入札分

・山五十川多目的研修集会施設公演時大道具等搬入
口改良工事
本間建設(株)1,710,000 円（1,720,000 円）工期～ 3/25

市
議
団

予
定

（
日
）
党
・
三
浦
後
援

31

会
新
春
の
集
い
。
渡

前
地
区
地
吹
雪
祭
り

（
鉱
一
）。

２
月

１
（
月
）
市
議
団
会
議

２
（
火
）
市
議
会
議
員
研

修
会
（

時
・
議
会

10

運
営
の
実
際
に
つ
い

て

廣
瀬
和
彦
）。

３
（
水
）
荘
内
病
院
の
給

食
委
託
問
題
を
考
え

る
会
（

:

勤
労
者

18

30

会
館
）。

４
（
木
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
講
演
会
（
公
益

大
・
太
一
）。

５
（
金
）
産
建
常
任
委
員

会
（
三
浦
）。

６
（
土
）
年
金
者
組
合
鶴

岡
・
田
川
支
部
新
春

の
つ
ど
い
（

時
・

15

勤
労
者
会
館
）。

７
（
日
）
鶴
岡
音
楽
祭
２

０
１
０
（

:

文
化

13

30

会
館
）。
藤
島
少
年
少

女
剣
道
冬
期
錬
成
大

会
（
８:

藤
島
体
育

30

館
）。
上
林
関
郷
土
後

援
会
総
会
（

時
・

15

藤
公
）。
大
内
新
作
氏

県
体
育
功
労
賞
受
賞

祝
賀
会
（
太
一
）

８
（
月
）
国
保
運
営
協
議

会
（
鉱
一
）。
子
ど
も

の
読
書
を
支
え
る
会

（

時

分
市
中
公
）。

14

30

（
水
）
庄
内
自
然
博
物

10

園
構
想
地
域
審
議
会

（
三
浦
）。

（
木
）
田
川
食
健
連
総

11

会
学
習
会
（

時
13

30

分
こ
ぴ
あ
ホ
ー
ル
）。

鶴
岡
民
商
新
春
の
つ

ど
い
（

時
勤
労
者

18

会
館
）。

（
金
）
障
害
者
通
所
施

12

設
協
議
会
懇
談
会
（
鉱

一
）。

（
土
）
大
山
新
酒
祭
り

13

（
三
浦
）。

笹
山
県
議

予
定

（
日
）
党
・
三
浦
後
援

31

会
新
春
の
集
い
。

２
月

２
～
４

党
県
議
団
視
察
。

６
（
土
）
退
職
者
交
友
会
。

（
木
）
鶴
岡
民
商
新
春

11

の
つ
ど
い
（

時
勤

18

労
者
会
館
）。

（
金
）
福
祉
保
育
労
組

12

県
要
望
。

（
土
）
大
山
新
酒
祭
り
。

13
（
日
）
田
川
建
労
大
工

14

支
部
総
会

（
金
）
県
議
会
２
月
定

19

例
会
開
会
（
３
月
18

日
ま
で
）。

行
司
免
（
ぎ
ょ
う
じ
め
ん
・
水
沢
）

大
沼

浩

「
ワ
ッ
パ
騒
動
義
民
之

碑
」
建
立
地
は
、
大
松
庵

地
内
で
鶴
岡
市
水
沢
の
小

字
行
司
免
で
す
。
市
街
地

の
西
、
大
山
川
に
か
か
る

新
橋
の
少
し
西
に
な
り
ま

す
。行

司
免
は
行
事
免
が
辞

書
に
あ
る
形
で
、
小
学
館

・
日
本
国
語
大
辞
典
に「
中

世
、
寺
院
の
行
事
職
に
つ

い
て
い
る
者
に
与
え
ら
れ

た
免
家
。
そ
の
在
家<

ざ
い

け
・
民
家>

の
負
担
す
る
公

事
課
役
（
く
じ
、
か
え
き
。

税
の
総
称
）
を
収
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
。」
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
寺

の
行
事
職
の
免
田
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

大
山
川
を
さ
か
の
ぼ
る

と
田
川
で
す
が
、
南
端
が

行
〆
（
ぎ
ょ
う
じ
め
）
で
、

支
流
少
連
寺
川
に
行
〆
橋

が
あ
り
ま
す
。
行
〆
は
行

事
免
の
「
ん
」
が
落
ち
た

形
と
思
わ
れ
ま
す
。

田
川
に
は
田
川
太
郎
の

館
が
あ
り
、『
義
経
記
』
に

源
義
経
と
弁
慶
が
祈
祷
を

し
て
、
太
郎
の
子
の
病
を

治
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
義
経
と
弁
慶

は
行
を
し
め
た
の
が
行
〆

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

地
名
の
伝
説
は
、
語
源

に
も
ど
ら
な
い
で
派
生
し

た
形
か
ら
作
ら
れ
る
の
で

す
。

消
防
職
員
が
防
災
・
救
急
問

題
で
意
見
発
表

隊
や
バ
イ
ク
隊
の
編
成
、

救
急
手
帳
の
作
成
や
救
急

講
座
の
持
ち
方
、
音
楽
隊

の
活
用
な
ど
、
自
ら
の
体

験
を
元
に
し
た
意
見
を
発

表
し
ま
し
た
。

「
警
笛
の
重
み
」
と
題

し
て
最
優
秀
賞
に
選
考
さ

れ
た
剱
持
秀
一
副
士
長
は

２
月

日
に
山
形
県
大
会

10

に
出
場
し
ま
す
。

市
民
生
活
常
任
委
員
の

加
藤
太
一
市
議
も
参
加
し

ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際

行
動
へ
参
加
を

私
説
・
藤
沢
周
平

『
花
の
あ
と
』
①
―
鶴
岡
公
園
の
桜

青
山

崇

日
。
参
加
費
は
無
料
。
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